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１． 岡田小地区社協の概要 

 

１）発足      平成 25 年 3 月 2 日 

理念      出会い ふれあい 語り合い 『幸せ』生まれる地域の絆 

事務所     松ケ丘行政区・自治会館内（会長所属行政区会館） 

    

 ２）役員構成メンバー 

１．会 長（１）  鈴木 朗（松ケ丘） 

２．副会長（２）  鶴長文正（上柏田）     三村武教（東岡見区長） 

３．会 計（２）  井出文彦（下根ヶ丘区長）  提箸明晴（第八岡見） 

４．書 記（２）  飯塚幸雄（中柏田）     坂本義徳（岡見区長） 

５．理 事（15）  森 孝雄（松ケ丘区長）   田沼不二男（栄町区長） 

          日野功史（上柏田区長）   山口幸一（下柏田区長） 

          阿部英夫（上池台区長）   石山 勝（上太田区長） 

          野村政史（第八岡見区長）  福岡光夫（中柏田区長） 

          溝渕文男（東下根区長） 

          尾上容子（上太田）     宮崎敏明（栄町） 

            井原資和（上柏田）     井寺清人（栄町） 

            谷本敦史（栄町・民児委員）  工藤睦乃（松ケ丘・民児委員） 

 

 ３）会計監査（２）  寺田博司（下柏田）     齋藤隆子（第八岡見） 

  

４）部会長及び委員長 

  １）総務企画部会長     井原資和（上柏田） 

     企画委員長       田沼不二男（栄町） 

     総務委員長       森 孝雄（松ケ丘） 

  ２）広報部会長       宮崎敏明（栄町） 

     広報委員長       宮崎敏明（栄町）  

     ホームページ委員長   三村武教（東岡見） 

  ３）住民交流部会長     尾上容子（上太田） 

     住民交流委員長     尾上容子（上太田） 

     学校との連携委員長   提箸明晴（第八岡見） 

  ４）支援活動部会長     三村武教（東岡見） 

     見守り委員長      井寺清人（栄町） 

     子育て支援委員長    鶴長文正（上柏田） 

     健康長寿委員長     飯塚幸雄（中柏田） 

     交通移動支援委員長   井出文彦（下根ヶ丘） 
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２．平成27年度岡田小地区社協の歩み 

 

4.13   第１回役員会を開催 

4.21   第１回住民交流チーム会議を開催 

4.27   地区社協会長会議に出席 

4.29   第１回運営委員会を開催 

5.16   第２回役員会を開催 

5.19   第２回住民交流チーム会議を開催 

5.27   きずな11号と第２回報告大会案内を印刷・配布 

6.2    健康長寿チーム会議を開催 

6.3   「盛人式」出展の打ち合わせ 

6.5   「盛人式」パネル資料を印刷 

6.8   第３回住民交流チーム会議を開催 

6.13   ｢盛人式」で活動報告・パネル出展 

6.13   第２回報告大会を開催 

6.13   すまいるサポーター懇親会を開催 

6.21   第１回子育て支援チーム会議を開催 

6.27   健康長寿落語会を開催 

7.8   上尾市大谷地区区長団来訪 

7.10   第３回役員会・第１回しあわせのクローバー検討会議を開催 

7.13   第４回住民交流チーム会議を開催 

7.22   筑波実験植物園にバス研修旅行を実施 

7.31   健康づくり推進課と協議 

8.29   地域支え合い懇談会に参加 

8.30   第２回子育て支援チーム会議を開催 

8.30   第１回ホームページ委員会開催 

9.1   きずな12号編集会議 

9.3    第４回役員会・第２回しあわせのクローバー検討会議を開催 

9.15   住民交流チーム会議を開催 

9.17   民生委員児童委員岡田小地区部会に見守り体制見直し案を付議 

9.18   交通移動支援チーム会議を開催 

9.26   たまり場(土曜カフェ）訪問を実施 

9.28   きずな12号編集会議 

10.2   第３回子育て支援チーム会議を開催 

10.2   第５回役員会を開催 

10.2   第２回ホームページ委員会開催 

10.4   赤い羽根・年末助け合い街頭募金に参加 

10.5   小坂団地とＮＰＯ法人「らくらく」の交通移動支援事業を調査 

10.7   阿見町筑見地区の交通移動支援事業を調査 
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10.7   きずな12号印刷・配布 

10.9   地区社協会長会議に出席 

10.14   民生委員岡田小地区部会が見守り体制見直し案を立案 

10.20  第６回住民交流チーム会議を開催 

10.22  区長・活動チーム責任者にＨＰ情報提供を要請 

10.29  牛久市障害者連合会と交流お茶会を開催 

10.31  健康長寿チーム会議を開催 

11.5   第１回見守り体制チーム会議を開催 

11.7   岡田小合唱祭に参加 

11.18  健康づくり推進課と協議 

1.22     第１回規約改正委員会を開催 

11.27  第６回役員会・第３回しあわせのクローバー検討会議を開催 

11.27  たまり場（下根ケ丘みんなのビエンナーレ展）訪問を実施 

11.28  区長・健康長寿チームのシルバーリハビリ体操を実施 

12.18  第２回規約改正委員会を開催 

12.20  第７回役員会を開催 

12.20  市社協主催ふれあい訪問事業に参加 

1.18   第３回規約改正委員会を開催 

1.18   岡田小宮田校長と協議 

1.22   一中大竹校長と協議 

1.31   運営委員会・第２回見守りチーム合同会議を開催 

2.1   健康づくり推進課と協議 

2.6    きずな13号編集会議 

2.8   第４回規約改正委員会を開催 

2.9   岡田小昔の遊び授業の事前打ち合わせ会議を開催 

2.15   岡田小昔の遊び授業に協力 

2.15   学校との連携チーム会議が岡田小校長と協議 

2.19   第８回役員会・第４回しあわせのクローバー検討会議を開催 

2.25   第９回役員会を開催 

2.27   第４回子育て支援チーム会議を開催 

3.7   ふれあいサロン交流会を市社協と共催 

3.14   第３回ホームページ委員会開催 

3.15   交通移動支援チーム会議を開催 

3.17   第10回役員会を開催 

3.19   すまいるサポーター勉強会を開催 

3.23   きずな13号編集会議 

4.11   平成28年度第１回運営委員会を開催 

4.23   岡田小ＰＴＡ総会にオブザーバー参加 

4.25   第５回しあわせのクローバー検討会議を開催 
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３．平成27年度の活動報告 

見守り委員会 

１対１見守り体制を見直して継続 

 

 見守りチームは平成26年度に岡田小学校区全12行政区で１対１見守り体制を確立した

ことを受け、27年度はその強化継続を課題として活動しました。民生委員児童委員岡田

小学校区部会で２回にわたって見守り体制の見直し方法を検討していただき、下記の

方々を見守り対象者とすることにしました。 

１．病弱で１人暮らしの高齢者。 

２．家の中でも車いすを使っている人。 

３．足腰が弱く外出するとき杖を使っている人。 

４．心身に障害のある人。 

５．その他住民が見守りを必要と認める人。 

６．75歳以上の独居高齢者は原則として見守り対象者とする。 

 

  各行政区はこの基準で見守り体制を見直し、全行政区が平成28年1月31日までに下表

のような新しい１対１見守り体制を整えました。また今後も１対１見守り体制を強化

継続していくことを目指して次の申し合わせを行いました。 

１．行政区は見守り対象者･支援協力者リストの更新を１年に１度以上行う。 

２．区長は見守り対象者と支援協力者の人数を１月末までに岡田小地区社協に報告する。 
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健康長寿委員会 

健康長寿まつり｢しあわせのクローバーin岡田小学校区｣開催決定 

 

 健康長寿チームは昨年４月の第１回運営委員会で市役所健康づくり推進課と協働で健

康長寿プロジェクトを展開すると決定したことを受けて、「しあわせのクローバー」企

画を立案、これまでに５回の検討会を行い、１月の第２回運営委員会で本年11月27日（日）

に岡田小学校を会場として健康長寿まつり「しあわせのクローバーin岡田小学校区」を

開催することを決定しました。 

 「しあわせのクローバーin岡田小学校区」は、校区の住民が岡田小学校に集まり、健

康で長生きするためには（１）運動（２）食育（３）地域のつながり（４）忘れないで

ね健診──の４つのモットーが大切であることを、みんなで確認し、地域ぐるみで健康

長寿を目指すためのイベントです。 

 お祭りの中身は、住民が考えた健康長寿につながる朝食のレシピを実際に作り、みん

なで一緒に食べる〝健康長寿食パーティー〟を中心に、料理ができるまでの間は、かっぱ

つ体操やシルバーリハビリ体操、合唱、昔の遊び、あぜ道散歩などのエクササイズや遊

びで楽しもうという趣向です。料理は岡田小学校の給食室を借りて作ります。 

 そのほかの活動としては、笑いを健康長寿につなげる落語会、健康長寿チームと校区

行政区長が参加するシルバーリハビリ体操の会を開催しました。 

 

子育て支援委員会 

子育て支援サイトで牛久市全域のサービス95％超を紹介 

 

 子育て支援チームは昨年度決定した活動計画に沿って、牛久市全域の子育て支援サー

ビスを一覧できる子育て支援データベースの構築を進め、別表のようなデータベースを

構築しました。これにより牛久市で展開している子育て支援サービスの95％超を一覧で

きるところまで来ました。牛久市の子育て支援サービスを以下の５グループに分けて見

ることができるようになっています。 

 

  保育園・幼稚園・児童クラブ                ３３園 

  子育てサロン・サークル                  ２４クラブ 

  緊急時の託児                        ４室 

  各種相談                          ６室 

  中央図書館・牛久自然観察の森・青少年育成牛久市民会議    ３事業 

 

 活動計画のもう１つの柱である子育て救援隊の創設については、平成28年度のメーン

の課題として、別記活動計画のように継続して取り組んでいくことにしました。 
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交通移動支援委員会 

さらに３システムを調査。ドライバーの確保等が課題 

 平成26年度の二小学区地区社協「買い物サポート事業」の調査に続き、①小坂団地の

高齢者送迎システム、②ＮＰＯ法人「らくらく」の要支援者送迎システム、 ③阿見町筑

見地区の高齢者送迎システム及び高齢者支援システムの調査を行いました。この調査か

ら  

（１）交通移動支援システムについては、ドライバーの確保、ドライバー及び利用者に

対する保険、料金システムなど、調査のポイントが見えてきました。 

（２）交通移動のほかに、電球の取り換え、自転車のパンク修理といった日常生活と密

着したニーズも根強いことが分かりました。 

 

住民交流委員会 

たまり場訪問やサロン交流会で有意義な成果 

 １．住民交流チームは下記事項を実施しました。 

（１）報告大会終了後のすまいるサポーター懇親会 

（２）運営委員による筑波実験植物園の１日研修と懇親会 

（３）障害者団体との交流茶話会 

（４）行政区のたまり場訪問 

（５）ふれあいサロン交流会 

（６）すまいるサポーター勉強会 

 ２．たまり場訪問では松ケ丘の「土曜カフェ」と下根ケ丘の「下根ケ丘みんなのビエ

ンナーレ展」を訪問し、ホームページに紹介しました。 

  （１）下根ケ丘みんなのビエンナーレ展では、イベントの内容だけでなく、それを

実現した「下根ケ丘たまり場の会」の在り方に強い関心が寄せられました。 

（２）土曜カフェでは、日ごろ地域に出てこない人や見守り対象者が多く出てくる

ことに注目が集まりました。 

 ３．ふれあいサロン交流会は市社協との共催で実施したもので、ふれあいサロンの代

表者と住民交流チームのメンバーなど約40人が参加。サロンの内容や運営の仕方

で出てくる人や人数に大きな違いがあることや、運営スタッフの果たす役割の重

要性が指摘されました。新しいサロン開設の動きがあることも分かるなど、今後

の住民交流活動にとって示唆に富む会合となりました。 

 

学校との連携委員会 

岡田小の昔の遊び授業で33人の名人さんが指導 

 学校との連携チームは、岡田小学校の呼びかけに応じて、昨年11月、岡田小学校合唱

祭にすまいるサポーター約30人が参加。子どもたちによる学年ごとの合唱を鑑賞すると

共に、子どもたちや先生、保護者と一緒に「花は咲く」を合唱して交流しました。 
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 今年2月15日には岡田小1年生の「むかしのあそびにちょうせん」の授業で、岡田小地

区社協の呼びかけで集まった33人の名人さんと４人のリポーターが、お手玉、あやとり、

おはじき、こま、けん玉、かるた、将棋を教え、最後に学校給食をご馳走になって、子

どもたちと交流を深めました。 

 

広報委員会 

広報紙「きずな」をフルカラー化 

 

 調査広報部会は平成27年６月にきずな11号を、10月にきずな12号を発行しました。き

ずな13号は28年５月に発行することとし、第３回報告大会の告示を兼ねフルカラー印刷

とします。 

 市社協主催の盛人式ではパネルを出展し、岡田小地区社協の活動内容を紹介しました。 

 

ホームページ委員会 

１．活動内容､行政区の動き等の紹介を強化 

 ホームページ委員会は次のような構成内容の岡田小地区社協ホームページを昨年3月3

1日に立ち上げ、以後中身の充実を図りつつ運営しています。 

１） 団体紹介   ・モットー  ・会長挨拶  ・役員 

２） 活動予定   ・主な行事の実施日、会場など 

３） 見守り支援  ・地区社協区域内12行政区の見守り状況一覧表 

４） 子育て支援  ・子育て支援データベースの掲載（子育て支援チームの活動報告

を参照） 

５） 学校との連携 ・運動会、歌声集会など学校行事の紹介、 

                    ・岡田小1年生の授業「昔の遊び」への協力報告 

６） 交通移動支援 ・調査中 

７） 健康長寿支援 ・健康長寿落語会開催報告 

                    ・健康体操実施報告、 

                    ・市と協働の｢しあわせのクローバー｣進捗状況紹介 

８） 住民交流   ・運営委員及びすまいるサポーター交流会 

                    ・運営委員バス研修旅行報告 

                    ・サロン活動の活性化に向け各行政区の取り組み紹介 

９） 報告書    ・報告大会報告書：①第１回報告大会②第２回報告大会 

           ・勉強会報告書 ：①見守り勉強会②認知症勉強会 

10） 広報｢きずな」 ・第１号～第１２号の全号掲載 

11） 歩み     ・地区社協発足以降の動きを紹介 

12～13）行政区情報  ・ホームページリンク 松ケ丘行政区、第八岡見行政区 

             ・行政区の活動紹介   東岡見行政区、東下根行政区 

                 下柏田行政区、上太田行政区 下根ケ丘行政区 
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２．ホームページの見方（ホームページへの入り方） 

１）Ｙａｈｏｏ等の検索エンジンから入る場合 

 ①検索窓に「岡田小地区社協」と入れて、「検索」をクリック 

 

 

２）牛久市の公式ホームページから入る場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②「岡田小地区社協」と表示されているところをクリックすると、ホームページの画

面が現れる。 

 

２）牛久市の公式ホームページから入る場合 

  ① 牛久市のホームページを開く。 

 ② メニューで「文化・スポーツ」⇒「コミュニティーネット」とクリックしていく 

 ③ 「うしくコミュニティーネット」の画面が現れる。 

 ④ 上部にある「登録団体検索」の窓に「岡田小」または「岡田小地区社協」と入れ

て「検索」をクリック する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）Ｙａｈｏｏ等の検索エンジン、「うしくコミュニティーネット」、どちらからでも、次ページの画面のよ

うな岡田小地区社協のホームページが現れる。 
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規約改正委員会 

岡田小地区社協規約を改正 

役員会に決定権､総務企画部会を新設 

 

 規約改正委員会は昨年11月から４回の委員会を開き、岡田小学校区地区社会福祉協議

会規約改正案と岡田小学校区地区社会福祉協議会部会に関する細則案を立案しました。 

 規約改正案及び細則案の主なポイントは次の通りです。 

（１）会議として運営委員会のほかに新たに役員会を設けました。 

（２）役員として会長、副会長、会計、書記のほかに理事を設けました。 

（３）区長は全員役員になり、民生委員児童委員岡田小学校区部会の正副代表は理事と

なることを明記しました。 

（４）運営委員会の開催は「年４回」を「少なくとも年２回」としました。 

（５）部会は、支援活動部会、住民交流部会、広報部会のほかに総務企画部会を新設し

ました。 

（６）部会の下に各種活動委員会を設けました。 

（７）すまいるサポーターを規約に位置づけました。 

（８）細則案では部会と委員会の位置づけと役割を定めました。  

（９）各部会の下に次のように委員会を位置づけました。 

総務企画部会──企画委員会、総務委員会 

広報部会────広報委員会、ホームページ委員会 

住民交流部会──住民交流委員会、学校との連携委員会 

支援活動部会──見守り委員会、子育て支援委員会、健康長寿委員会、交通移動

支援委員会 

(10)会則は運営委員会で、細則は役員会で審議決定する。 
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５．平成 28年度活動計画 

 

見守り委員会 

見守り体制は年１回見直しルーティン化 

 

 岡田小学校区の全ての行政区で見守り体制をさらに充実・定着させるために以下のこ

とを実施します。 

（１）毎年１回、1 月末までに見守り対象者および支援協力者の人数を地区社協へ報告す

ることの定着化 

（２）１対１見守り活動の現場で直面しているさまざまな課題に対応する見守り方法の

勉強会の開催 

（３）１対１以外の見守り方法の研究 

 

 

健康長寿委員会 

｢しあわせのクローバーin 岡田小学校区｣を 11 月に実施 

 

（１）健康づくり推進課、岡田小学校との協働で、健康長寿まつり｢しあわせのクローバ

ーin 岡田小学校区」11 月 17 日に開催します。 

（２）シルバーリハビリ体操未実施行政区での実施を促進します。 

（３）ウオーキング出前講座を実施します。希望行政区募集（5 人でも 10 人でも OK）。 

 

 

交通移動支援委員会 

交通移動支援の可能性を調査し活動案を立案 

 

（１） 交通移動支援及びその他の要支援のニーズを掘り起こすとともに、これらのニー

ズに対する支援の可能性について調査します。 

（２） 交通移動支援に必要な条件を整理し、交通移動支援に岡田小地区社協としてどう

取り組むか活動案を立案します。 
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子育て支援委員会 

住民に何ができるか調査や研究会を実施 

 

（１）牛久市の子育て支援の実態に照らして、地域住民がどんなことができるか、どん

なことをやらなければならないかについて、調査や研究会などを行って勉強し、

地区社協として何ができるかを研究する。 

（２）子育て支援データベースの情報を更新すると共に、まだ欠けているサービスの情

報をデータベースに盛り込む。 

 

 

住民交流委員会 

ふれあいサロン立ち上げや相互乗り入れを促進 

 

（１）各行政区の「たまり場活動」を紹介し、たまり場活動の意義や魅力の周知を図り

ます。  

（２）行政区で新しくふれあいサロンなどを立ち上げる動きや、ふれあいサロンの相互

交流に協力し、校区全体のたまり場活動の活性化を図ります。 

（３）１日バス研修会を実施します。 

（４）しあわせのクローバーin 岡田小学校区の現場運営で積極的な役割を果たします。 

 

 

学校との連携委員会 

子どもが地域の行事に参加しやすいよう学校が協力 

 

 牛久一中・岡田小学校と協議の結果、平成 28 年度の活動計画として次の８項目を確認

しました。 

（１）中学生が地域の行事に参加しやすい枠組みを一中が考え、各行政区は子どもが参

加しやすい地域の行事をリストアップし、学校と地域の連携体制を具体化する。 

（２）中学生の防災訓練は形式的なものとせず、中学生にとって本当に必要な訓練はど

のようなものかを学校と地域が協力して検討する。その場合、中学生は助けられ

るだけでなく、助ける側に回るケースもあることを想定する。 

（３）岡田小の合唱祭には今後も引き続き参加する。 

（４）岡田小の昔の遊び授業の指導者集めは今後岡田小地区社協が担当し、授業内容の

充実に協力する。 

（５）数年前組織としては解散した岡田小児童の登下校を見守るウォーキングパトロー

ルを復活し、岡田小地区社協が運営する。 

（６）ＰＴＡと連携して学校行事に協力する体制を築く。 
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（７）岡田小の餅つき体験授業を「田植えから餅つきまで」の体験授業に発展させるた

め、地区社協が全面的に協力する。当面田んぼを貸してくれる農家を探すことが

課題。 

（８）岡田小学校が地区社協の健康長寿まつり「しあわせのクローバーin 岡田小学校区」

の開催に積極的に協力する。そのために準備会合に教頭先生が出席する。 

 

 

広報委員会 

｢しあわせのクローバーin 岡田小学校区｣の広報に注力 

 

（１）「きずな」の定期発行を年２回とします。１回目は報告大会実施の時期に合わせ

５月とし、２回目はその６か月後とします。定期発行の「きずな」はカラー化し

ます。 

（２）その他に「きずな」が必要な時は、臨時増刊号を発行します。 

（３）今年度は 11 月 27 日に開催される健康長寿まつり「しあわせのクローバーin 岡田

小学校区」の開催内容やその意義の周知に力を入れます。各活動委員会が企画し

ている勉強会の中身の報告にも力を入れます。 

（４）記事内容は、地区社協の活動が地域住民に理解と協力が得られる様な情報の掲載

を目指します。 

（５）市社協主催の「盛人式」には引き続きパネルを出展し、岡田小地区社協の活動状

況をＰＲします。 

 

 

ホームページ委員会 

より見やすく､より楽しめるものに──グレードアップに挑戦 

 

 岡田小地区社協の運営委員会、役員会、各種委員会などの活動方針や活動内容を的確

に伝え、下記のようなホームページを目指します。 

（１）活動内容が良く分かるホームページ 

（２）地域住民が利用し易いホームページ 

（３）誰が見ても楽しいホームページ 

（４）地域外からも関心を持ってもらえるホームページ 

（５）ホームページをより見やすく、より楽しめるものにするため、ホームページのア

ップグレードに挑戦 
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規約改正委員会 

規約に関することは総務委員会で  

 

 規格改正委員会は 27 年度で終了し、28 年度の規約に関することは細則で定めている通

り総務企画部会総務委員会で扱います。 
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７．岡田小学校区地区社会福祉協議会会則 

 

（名称） 

第 1 条 この会は岡田小学校区地区社会福祉協議会（以下「本会」という）と称する 

 

（地区）  

第 2 条 本会の区域は、岡田小学校区（以下「本地区」という）を範囲とする 

 

（事務所） 

第 3 条 本会の事務所は本会会長の所属する行政区会館に置く 

 

（目的） 

第 4 条 本会は、誰もが幸せに暮らすことが出来るまちづくりを目指して、本地 

区住民の参加と相互協力により、地域福祉の向上を図ることを目的とする 

 

（事業） 

第 5 条 前条の目的を達成するために、本会と牛久市社会福祉協議会（以下「市社 

協」という）は、相互支援関係に立ち、協働して次の事業を遂行する 

（１） 支援を必要とする人を支える事業 

（２） 住民同士の交流を深める事業 

（３） 支え合いのあるまちづくりを啓発する事業 

（４） その他、目的を達成するために必要な事業 

 

（構成員） 

第 6 条 本会は、次の各項のひとつでも該当するものは本会構成員になれる 

（１） 地区内の居住者 

（２） 学校及び社会福祉施設並びに事業所、団体等の代表 

（３） その他本地区に関心が深く、本会の趣旨に該当するもの 

 

（禁止事項） 

第 7 条 本会を構成する者は、本会の活動に際し、次の活動を行ってはならない 

（１） 政治活動 

（２） 宗教活動 

（３） 反社会活動 

（４） 営利目的の活動 

（５） その他、本会の目的に反する活動  
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（運営委員） 

第 8 条 本会は各号の運営委員を置く 

（１） 本会に所属する行政区長及び行政区において選出されたもの 

（２） 地区内の牛久市立小学校長及び同中学学校長 

（３） 民生委員児童委員岡田小学校地区部会の代表と副代表 

 

（運営委員の任期） 

第 9 条 運営委員の任期は定めない。ただし異動が生じた場合には速やかに会に届け

なければならない 

 

（役員） 

第 10 条 会に次の役員を置く 

（１） 会長    １名 

（２） 副会長   ２名 

（３） 会計    ２名 

（４） 書記    ２名 

（５） 理事   ２０名以内 

２．役員は運営委員の中から選出し、運営委員会で承認する 

３．役員の任期は２年とするが、再任を妨げない。補欠による役員の任期は、前任者

の残任期間とする 

４．本会を構成する区長は、全員役員となる 

  ５．民生委員児童委員岡田小学校地区部会の代表と副代表は理事となる 

 

（会計監査） 

第 11 条 本会に会計監査２名を置く 

２．会計監査は本会の会計について行う 

３．会計監査は運営委員から選出し、運営委員会で承認する。ただし行政区長はこの

任から外れる 

４．会計監査の任期は２年とするが再任は妨げない。補欠による会計監査の任期は、

前任者の残任期間とする 

 

（書記） 

第 12 条 書記は報告大会、運営委員会、役員会、その他の議事録をとる 

 

（運営委員会） 

第 13 条 本会に最高決議機関として運営委員会をおく 

２．運営委員会は役員と運営委員で構成する 

３．運営委員会の開催は少なくとも年２回とし会長が招集し行う 

４．会長以外の運営委員の３分の１以上の要求があれば、会長は運営委員会を招集し

なければならない 
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５．運営委員会は運営委員の２分の１以上の出席で成立する 

６．運営員会の議長は会長があたり、会議の議決については出席者の過半数をもって

決する。採決において可否同数の場合内は議長がこれを決する 

 

（運営委員会の役割） 

第 14 条 運営委員会は次の事を協議決定する 

（１） 会則に関すること 

（２） 役員に関すること 

（３） 事業計画および予算に関すること 

（４） 事業報告および決算に関すること 

（５） その他必要と認めること 

 

（役員会） 

第 15 条 役員会は役員をもって構成される 

２．役員会は必要に応じて会長が招集する。また役員の３分の１以上の要求がある時

は、会長は役員会を招集しなければならない 

３．役員会は役員の２分の１以上の出席で成立する 

４．会議の議長は会長が任にあたる 

５．会議の議事については出席者の過半数を以て決する。ただし可否同数の場合は議

長がこれを決する 

６．役員会は次のことを行う。 

（１） 運営に関すること 

（２） 運営委員会の議案に関すること 

（３） 細則に関すること 

（４） その他役員会で決することが望ましい事項 

 

（部会） 

第 16 条 本会の事業を推進するため次の部会を設ける 

（１） 総務企画部会 

（２） 広報部会 

（３） 住民交流部会 

（４） 支援活動部会 

２．各部会長は会長を除く役員の中から選出し、運営委員会で承認する 

３．部会は部会長、当該部会に所属する委員会の委員長、運営委員の中から選出した

委員で構成する 

 

（委員会） 

第 17 条 個別テーマを推進するために各部会に委員会を置くことができる 

２．委員長は所属部会長が会長を除く役員の中から選出する 

３．委員会の委員は役員、運営委員、すまいるサポーターの中から選出する 
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（すまいるサポーター） 

第 18 条 すまいるサポーターについては次のように定める 

（１） 本会にすまいるサポーターを置く 

（２） すまいるサポーターは本会の目的に賛同するものを選出し、その数につ      

いては制限しない 

（３） すまいるサポーターは協力する事業を選ぶことが出来る 

 

（報告大会） 

第 19 条 本会は本会を構成する者に対して、事業の計画、事業の執行状況、会計報告

などを年１回報告大会を開いて報告する 

 

（会計） 

第 20 条 本会の会計年度は毎年４月１日から翌年３月３１日までとする 

２．本会の経費は助成金、寄付金、その他をもって充てる 

 

附則  本会則とは別に細則を設ける 

 

制   定：平成 25 年 3 月 2 日     「規約」として制定 

第一回改訂：平成 28 年 4 月 11 日     内容の改定並びに 

「 規約」を「会則」に改称 
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８．岡田小学校地区社会福祉協議会部会に関する細則 

（目的） 

第 1 条 本会会則に基づき、部会の円滑な事業遂行のため必要な本会部会細則を定め

る 

 

（部会の業務） 

第 2 条 各部会におく委員会及び委員会業務を次のように定める 

１．総務企画部会に企画委員会及び総務委員会を置く 

１） 企画委員会は次のことを行う 

ア．本会の活動方針に関すること 

イ．事業報告に関すること 

ウ．報告大会用資料作成に関すること 

 

２） 総務委員会は次のことを行う 

ア．名簿に関すること 

イ．会則、細則に関すること 

ウ．その他本会の総務的業務 

 

２． 広報部会に広報委員会、ホームページ委員会を置く 

１） 広報委員会は次のことを行う 

ア．広報誌「きずな」の発行 

イ．本会のＰＲに関すること 

 

２） ホームページ委員会は次のことを行う 

ホームページに関すること 

 

３．住民交流部会に住民交流委員会、学校との連携委員会を置く 

１） 住民交流委員会は次のことを行う 

    地域住民の交流に関すること 

 

２） 学校との連携委員会は次のことを行う 

学校との連携に関すること 

 

４．支援活動部会に見守り委員会、子育て支援委員会、健康長寿委員会、交通移動支 

援委員会を置く 

１） 見守り委員会は次の事を行う 

要援護者の見守りに関すること 
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２） 子育て支援委員会は次の事を行う 

 子育て支援に関すること 

 

３） 健康長寿委員会は次の事を行う 

健康長寿に関すること 

 

４） 交通移動支援委員会 

交通移動支援に関すること 

  

制 定  平成 28 年 4 月 11 日 
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９．役員及び会計監査の退任及び選任 

   

会則改正に伴う総務企画部会の新設、行政区区長の交代、民生委員児童委員会代表及

び副代表の交代等により役員及び会計監査の一部に下記の変動があった。 

  

１）新任理事   

総務企画部会新設に伴う理事の増員    井原資和（上柏田）   

      新区長      福岡光夫（中柏田）  野村政史（第八岡見） 

               溝渕文男（東下根） 

      民生委員児童委員 代表  谷本敦史（栄町）    

副代表 工藤睦乃（松ケ丘） 

 

  ２）退任理事  民生委員児童委員 代表 宮澤 靖（中柏田） 

 

  ３）新任会計監査   齋藤隆子（第八岡見）   

 

  ４）退任会計監査   石渡治男（東下根） 

 

  ５）総務企画部会の新設に伴う部会長、委員長の選任 

総務企画部会長       井原資和（上柏田） 

      総務企画部会・企画委員長  田沼不二男（栄町） 

             総務委員長  森 孝雄（松ケ丘） 

   

これに伴う役員等の新しい陣容は本報告書２頁の「岡田小地区社協の概要」に『記載

した。 

 


